
開催日時：

オンライン研修会

講演

総合評点

3.6

(4件尺度)

申込者数 参加者実数
アンケート
意見あり
（枚）

84 62 19

県別区分 埼玉 東京 千葉 大阪 奈良 福岡

55 3 1 1 1 1

1.性別と年代 男 女 無回答

30 24 8

20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答

12 22 11 6 3 8

施設へのメー
ル案内

HP
個人への

メール配信
その他

5 20 30 7

3.メール配信サービスを利用しているか

利用している
メール配信
サービス自体
知らない

43 8

評価記入---4.とても適切　3.適切　　2.やや不適切　1.全く不適切

とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

42 20 0 0 0 3.7

2. 本研修会の開催をどこで知ったか

4. 講演テーマについて

メール配信を知ってい
るが利用していない

第73回感染制御研修会参加者アンケート集計結果

アンケート回収率

2024年3月26日（火）　18：45～20：15

100%

アンケート提出数

川村　隆之　先生

・薬剤師としての役割　小川赤十字病院　　　　　　　　　　 　　奥田　拓也　委員

・アンケート報告　　　獨協医科大学埼玉医療センター　　　　 　亀田  皓介　委員

『ASTカンファレンス　～みんなどうしてる？』

・医師としての役割　　埼玉医科大学総合医療センター感染症科・感染制御科

62

11

68%

32%

0% 0% 0%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答



5．講演内容について

よく理解できた 理解できた
やや理解でき
なかった

全く理解できな
かった

無回答 平均

35 26 1 0 0 3.5

とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

36 26 0 0 0 3.6

大いに役立つ 役立つ
やや役立たな

い
全く役立たない 無回答 平均

34 28 0 0 0 3.5

8.今後取り上げてほしいテーマや担当の研修部会への意見

TDM 1

CREやMDRP、VREなどあまり見ない耐性菌への治療薬 1

AMR対策 1

TEICやYRCZのTDM関係 1

AWaRe分類とAS活動 1

真菌薬ついて（今回のように他職種視点） 1

ワクチン 1

7.本研修会で学び今後の業務に役立つか

意見の記載（14枚）

6.本研修会の印象について

感染症を起こしている起炎菌の特徴（グラム陽性・陰性、球菌、桿菌以
外）

1

56%

42%

2% 0% 0%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答

58%

42%

0% 0% 0%

とても満足

満足

やや不満足

全く不満足

無回答

55%

45%

0% 0% 0%

大いに役立つ

役立つ

やや役立たない

全く役立たない

無回答



院内での血糖コントロールチームの活動 1

リュウマチの治療法 1

ポリファーマシー 1

在宅での緩和ケア 1

診療報酬改定 1

薬剤部マネジメント 1

1

とても有意義な時間だった 1

予めスライドが用意されていて、ケースカンファレンス感はあまり感じ
なかった。できればぶっつけ本番のほうが臨床感は感じる

1

介入事例の紹介は、大変良い企画だと思う。日々の業務においても着目
すべきポイントを知ることができた

カルバペネム系抗菌薬やタゾバクタムピペラシリンはどのような場合に
選択すればよいのか、それらの使用量を減らすためにはどうしたらよい
のか

1

違う感染症症例でも同じ形でまとめてほしいと思った

院内の二次性骨折予防のイロハを摂るにあたってどのような活動をして
いるのか

1

今回の講習会のようなASTカンファレンス形式で様々な症例報告を聞き
たい

2

今回は模擬カンファレンスという形式で今までになく、これから本格的
にASTを始めようという施設には大変参考になったと思う。またすでに
行っている施設でも参考になる部分が多く、とても良かったと思う

1

薬剤供給不安定による抗生剤での代替え薬の提案について、候補となる
薬剤の推奨等あればテーマとして取り上げてほしい

1

1


